
鶴
岡
市
農
業
振
興
協
議

会
（
会
長
・
榎
本
政
規
市

長
）
が

日
、
市
中
央
公

31

民
館
で
開
か
れ
、
生
産
数

量
目
標
の
算
定
方
法
の
見

直
し
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
新
し
い
算
定
の
基

本
的
方
向
は
、
国
・
県
の

動
向
を
踏
ま
え
、

①
地
域
間
の
作
付
率
の

差
異
を
調
整
す
る

②
「
大
規
模
経
営
」「
環

境
保
全
型
農
業
の
推
進
」

を
算
定
要
素
に
加
え
る
ー

の
２
点
で
す
。

市
町
村
間
の
格
差
縮
小

県
は
、

①
市
町
村
間
の
配
分
格

差
を
３
年
後
に
は

％
未

10

満
、
５
年
後
に
は
２
分
の

１
程
度
に
段
階
的
に
縮
小

し
て
い
く
。

②
水
田
面
積
に
応
じ
た

基
本
部
分
に
つ
い
て

年
11

産
米
の
配
分
率
を
基
準
に

３
年
後
に

％
に
設
定
。

95

③
「
売
れ
る
米
づ
く
り
」

の
推
進
と
し
て
有
機
、
特

別
栽
培
米
、
担
い
手
支
援

(

㌶
以
上)

、
消
費
者
ニ

10ー
ズ
に
応
え
る
（
結
び
つ

き
数
量
）
に
取
り
組
む
産

地
へ
の
加
算
部
分
は
３
年

間
で
２
・
５
％
か
ら
５
％

に
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

ー
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
平
成

年
24

産
米
の
配
分
で
は
、
内
陸

は
稲
作
付
け
が
増
え
、
庄

内
は
鶴
岡
市
と
三
川
町
、

庄
内
町
が
減
り
ま
し
た
。

市
の
新
た
な
算
定
方
法

鶴
岡
市
の
新
た
な
算
定

方
法
は
、「
傾
斜
配
分
」
を

除
く
「
均
等
配
分
」
に
つ

い
て
、
５
年
間
か
け
て
全

市
一
律
に
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

傾
斜
配
分
に
つ
い
て
、

①
大
規
模
加
算
は
、
平

野
部
で
は
７

か
ら

ha

20
ha

以
上
ま
で
４
段
階
に
分
け
、

年
度
は
１
〜
４
％
の
加

24算
、

年
度
に
は
３
〜

26

12

％
の
加
算
ま
で
高
め
る
。

②
環
境
加
算
は
、
前
年

度
の
有
機
・
特
別
栽
培
の

面
積
に
対
し
、

年
度
１

24

％
か
ら

年
度
５
％
の
加

27

算
ま
で
高
め
る
ー
と
し
て

い
ま
す
。

均
等
配
分
は
、
傾
斜
配

分
以
外
の
分
に
つ
い
て
、

年
産
米
ベ
ー
ス
で
最
大

23の
藤
島
地
域
の

・
６
％

68

と
最
小
の
温
海
地
域
の
55

・
４
％
（

・
２
ポ
イ
ン

13

ト
差
）
を
、
５
年
間
で
段

階
的
に

・
５
％
に
統
一

63

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
藤
島
地
域

は

年
度
、
▲
１
５
１
㌧
、

24
▲

、
作
付
率
▲
０
・

29
ha

８
ポ
イ
ン
ト
の

・
８
％

67

に
落
ち
込
み
ま
す
。

５
年
後
に
は
▲
６
２
３

㌧
、
▲
１
０
５

、
作
付

ha

率
▲
３
・
１
ポ
イ
ン
ト
の

・
５
％
と
な
り
、
減
反

65拡
大
の
痛
み
が
大
き
く
迫

り
ま
す
。

「
大
規
模
経
営
」
と
「
環

境
保
全
」
に
配
慮
し
つ
つ

も
、
地
域
に
応
じ
た
適
地

適
作
へ
の
配
慮
は
失
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2012年２月12日
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需要量に関するシミュレーション結果（概要）　2012.01.31鶴岡市農業振興協議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤島では今後５年間で稲作付面積が１０５haも減る

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H28-H23増減 単年度平均増減

需要量 換算面積作付率 需要量 換算面積作付率 需要量 換算面積作付率 需要量 換算面積作付率 需要量 換算面積作付率 需要量 換算面積作付率 需要量換算面積
作付率

需要量換算面積
作付率

(トン) (ha) (％) (トン) (ha) (％) (トン) (ha) (％) (トン) (ha) (％) (トン) (ha) (％) (トン) (ha) (％) (トン) (ha) (トン) (ha)

鶴岡 23,843 3,973 65.5 23,801 3,960 65.3 23,805 3,961 65.3 23,809 3,961 65.3 23,748 3,952 65.1 23,739 3,950 65.1 鶴岡 -104 -23 -0.4 -21 -5 -0.1

藤島 14,167 2,338 68.6 14,016 2,309 67.8 13,891 2,289 67.1 13,768 2,269 66.5 13,683 2,254 66.1 13,554 2,233 65.5 藤島 -613 -105 -3.1 -123 -21 -0.6

羽黒 10,142 1,773 64.4 10,157 1,773 64.4 10,184 1,778 64.6 10,212 1,782 65.0 10,255 1,790 65.0 10,283 1,795 65.2 羽黒 141 22 0.8 28 4 0.2

櫛引 6,681 1,135 63.5 6,709 1,137 63.7 6,739 1,142 64.0 6,769 1,147 64.2 6,820 1,156 64.7 6,856 1,162 65.1 櫛引 175 28 1.6 35 6 0.3

朝日 3,180 580 64.1 3,188 580 64.1 3,194 581 64.2 3,200 582 64.3 3,197 581 64.2 3,209 583 64.5 朝日 29 3 0.4 6 1 0.1

温海 1,801 354 55.4 1,862 365 57.1 1,920 377 58.9 1,977 387 60.6 2,030 398 62.3 2,093 410 64.2 温海 292 56 8.8 58 11 1.8

合計等 59,814 10,154 65.4 59,734 10,124 65.1 59,732 10,127 65.1 59,733 10,129 65.1 59,733 10,131 65.1 59,733 10,134 65.1 合計等 0.0 0.0-81 -20 -16 -4

2012年産米の市町別の生産数量目標(12.27発表)

生産数量目標 面積換算 対前年比

（t） （ha） (t) (ha)
県 計 368,990 62,120 60 10

鶴岡市 59,733 10,300 ▲81 ▲31

酒田市 43,137 6,992 104 8

三川町 8,936 1,488 ▲174 ▲28

庄内町 22,024 3,721 ▲324 ▲65

遊佐町 12,849 2,107 344 54

横

か

ら

口

出

し

寄

稿

欄

フ
ラ
ン
ス
消
費
税

・
８
％
は
ウ
ソ

19

フ
ラ
ン
ス
在
住
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、

デ
ュ
ラ
ン
・
れ
い
子
さ
ん
が
「
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
」
に
書
い
て
い
ま
し
た
。

一
時
帰
国
す
る
た
び
に
び
っ
く
り
す

る
と
い
う
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
付
加
価
値
税
と
い

っ
て
生
活
必
需
品
は
５
％
、

・
８
％

19

は
通
称
贅
沢
税
と
言
わ
れ
て
い
る
、
な

く
と
も
生
活
で
き
る
自
動
車
や
フ
ア
ッ

シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
る
税
率
だ
と
い
う

の
で
す
。

そ
れ
な
の
に
あ
た
か
も
日
本
の
消
費

税
と
同
じ
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
は

・
８

19

％
な
ど
と
い
う
の
は
大
ウ
ソ
だ
と
い
う

の
で
す
。

原
発
の
ウ
ソ
を
忘
れ
ち
ゃ
駄
目
よ
ー
。

大規模加算　　　　　　　2012.01.31鶴岡市農業振興協議会

区分 平野部 中山間部
加算割合(％)

H24 H25 H26 H27 H28

区分Ａ 7～10ha - １ ２ ３ ３ ３

区分Ｂ 10～15ha 4～7ha ２ ４ ６ ６ ６

区分Ｃ 15～20ha 7～10ha ３ ６ ９ ９ ９

区分Ｄ 20ha～ 10ha～ ４ ８ １２ １２ １２

環境加算

加算割合(％) １ ２ ３ ５ ５



市
議
会
厚
生
文
教
常
任

委
員
会
（
安
野
良
明
委
員

長
）
と
民
間
保
育
園
経
営

者
と
の
懇
談
会
が

日
、

27

京
田
コ
ミ
セ
ン
で
開
か
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
市
保
育
園
経

営
者
協
議
会
（

法
人
）

21

の
後
藤
勇
会
長
（
田
川
保

育
会
理
事
長
）
が
あ
い
さ

つ
を
お
こ
な
い
、
市
民
間

保
育
園
協
議
会
（

園
）

32

の
冨
樫
孝
雄
会
長
（
美
咲

保
育
園
園
長
）
が
「
民
間

保
育
園
の
課
題
と
現
状
」

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

特
に
、
私
立
保
育
所
運

営
費
の
国
庫
負
担
が
、
子

ど
も
手
当
の
財
源
探
し
の

中
で
一
般
財
源
化
が
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
国

の
「
子
ど
も
・
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
」
に
対
し
て
危

機
感
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

公
立
保
育
所
で
は
、
運

営
費
の
国
庫
負
担
金
は
04

年
度
に
小
泉
・
自
公
政
権

の
「
三
位
一
体
改
革
」
で

一
般
財
源
化
さ
れ
、
保
育

予
算
削
減
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。

鶴
岡
市
の
特
別
保
育
事

業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、

①
病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
で
は
看
護
師
確
保
が
難

し
く
、
②
発
達
支
援
事
業

で
は
市
の
単
独
補
助
が
月

額
７
万
３
５
０
０
円
（
年

万
２
千
円
）
で
は
園
の

88持
ち
出
し
が
大
き
い
と
し

て
、
補
助
金
の
増
額
が
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、
平
成

年
度

23

か
ら
途
中
入
所
者
へ
の
保

育
士
配
置
に
対
し
「
入
園

安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
年

度
途
中
の
保
育
士
確
保
は

募
集
し
て
も
応
募
が
な
く
、

市
が
あ
ら
か
じ
め
確
保
し

て
派
遣
す
る
体
制
を
求
め

て
い
ま
す
。

市
単
独
の
運
営
費
補
助

金
の
上
乗
せ
は
、

年
度

22

か
ら
人
数
割
が
６
０
０
円

か
ら
５
６
０
円
に
下
げ
ら

家
老
松
平
甚
三
郎
は
、

風
邪
で
頭
が
重
か
っ
た
が
、

江
戸
の
大
山
庄
太
夫
か
ら

の
手
紙
で
気
分
が
少
し
明

る
く
な
っ
て
い
た
。
手
紙

は
川
北
江
戸
登
り
が
駕
籠

訴
に
成
功
し
た
反
響
を
知

ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

家
老
・
老
中
・
組
頭
６

人
が
集
ま
り
執
政
会
議
が

始
ま
る
。
松
平
は
、
手
紙

は
回
覧
し
て
見
て
も
ら
お

う
と
言
い
要
点
を
話
す
。

「
百
姓
に
お
い
て
前
代
未

聞
の
訴
え
、
酒
井
は
良
い

百
姓
を
も
っ
て
し
あ
わ
せ

だ
、
と
言
っ
た
声
が
あ
が

っ
た
ら
し
い
の
。
取
調
べ

の
役
人
の
中
に
は
涙
を
流

し
た
者
も
い
た
由
じ
ゃ
」

「
諸
侯
の
中
に
は
、
近
年

百
姓
の
反
抗
に
手
を
焼
い

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、

そ
こ
ま
で
行
か
な
く
と
も

領
内
い
ず
れ
も
治
め
辛
く

な
っ
て
き
て
お
る
。
か
か

る
時
節
に
、
荘
内
は
領
主

引
き
留
め
を
歎
願
に
き
た

と
い
う
と
こ
ろ
が
、
い
た

く
同
情
を
買
っ
た
模
様
だ

の
。」こ

の
よ
う
な
動
き
の
な

か
で
、
伊
達
・
前
田
・
毛

利
・
島
津
・
藤
堂
な
ど
、

そ
う
そ
う
た
る
外
様
大
名

の
顔
ぶ
れ
か
ら
も
伺
い
が

出
さ
れ
、
藤
堂
和
泉
守
か

ら
は
「
右
何
様
の
儀
に
て
、

長
岡
下
し
置
か
れ
候
や
伺

い
奉
り
申
し
た
く
」
と
、

国
替
え
の
理
由
を
承
り
た

い
と
の
厳
し
い
伺
書
が
出

さ
れ
て
い
た
。
藤
堂
和
泉

守
は
外
様
大
名
筆
頭
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
情
勢
の
な

か
で
、
命
令
は
出
し
た
も

の
の
、
幕
閣
は
転
封
の
日

限
を
示
す
こ
と
も
で
き
ず
、

動
き
が
と
れ
な
い
膠
着
状

態
に
な
っ
て
い
る
。

続
・
私
説
藤
沢
周
平

『
義
民
が
駆
け
る
』
―
酒
井
は
良
い
百
姓
を

工
藤

博
司

藤
沢
周
平
さ
ん
の
忌
日
は
一
月
二
六

日
で
あ
る
。

藤
沢
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
も

う
十
五
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
忌
日
は

「
寒
梅
忌
」
と
呼
ば
れ
、
藤
沢
さ
ん
の

作
品
や
人
柄
を
慕
っ
て
、
一
月
の
寒
さ

も
か
え
り
見
ず
全
国
か
ら
人
々
が
鶴
岡

に
参
集
す
る
。
こ
の
季
節
は
ま
た
、
寒

鱈
の
季
節
で
あ
る
。
藤
沢
さ
ん
は
、
日

本
海
沿
岸
の
魚
を
好
み
、
と
り
わ
け
カ

レ
イ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
小
鯛
な
ど
を
口
に

し
た
。
地
場
産
の
魚
は
し
き
り
に
藤
沢

作
品
に
登
場
す
る
。
寒
鱈
も
例
外
で
な

い
。
寒
鱈
は
丸
ご
と
食
べ
ら
れ
捨
て
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
寒
鱈
の
目
玉
の
ゼ
ラ
チ
ン

質
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
い
る
と
し
き
り
に
藤
沢
さ
ん
の
思
い
出
に
浸
る
こ
と
が
出
来
る
。

今
年
は
豊
漁
な
の
だ
が
大
シ
ケ
が
続
き
思
う
よ
う
に
漁
に
出
ら
れ
な
い
の
が
残
念
。

庄
内
人
は
、
寒
鱈
汁
を
口
に
し
な
い
で
春
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

（画・加藤貞雄）

山
形
お
き
た
ま
農
協
の
代
表
理
事
理
事
長
・

鈴
木
菊
雄
さ
ん
が
、
し
ん
ぶ
ん
「
赤
旗
」
の

魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。（
２
／
４
）

横
か
ら
口
出
し
寄
稿
欄

考
え
ら
れ
な
い
！

「
議
事
録
が
な
か
っ
た
」

（
せ
ば
、
総
会
さ
は
か

げ
だ
な
が
。）（
ん
だ
）（
ん

だ
ば
総
会
の
資
料
と
議
事

録
、
持
っ
て
来
い
ち
ゃ
）

…
…
役
場
の
係
と
生
産
組

合
長
と
の
や
り
と
り
を
想

像
し
て
下
さ
い
。

こ
の
集
落
で
共
同
作
業

の
機
械
を
、
国
の
補
助
制

度
を
使
っ
て
入
れ
た
い
と

い
う
事
が
組
合
員
の
総
意

だ
と
す
る
議
事
録
を
、
申

請
書
に
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。

生
産
組
合
だ
っ
て
、
書

記
を
選
ん
で
す
べ
て
の
流

れ
を
議
事
録
に
書
い
て
い

る
の
で
す
。

そ
れ
が
な
ん
で
す
か
。

国
が
原
発
の
関
連
で
開
い

た

の
会
議
の
議
事
録
が

10
な
か
っ
た
な
ど
と
は
、
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

書
か
な
い
係
が
悪
い
の

か
、
書
け
よ
と
指
示
し
な

か
っ
た
管
理
者
が
悪
い
の

か
。
し
か
し
、
そ
ん
な
事

ま
で
指
示
と
な
る
と
、
議

事
録
な
ん
て
慣
例
に
な
っ

て
い
な
い
事
に
な
る
ネ
ー
。

こ
れ
か
ら
議
事
録
を
つ

く
る
そ
う
だ
が
、
ど
っ
か

に
責
任
が
出
て
く
る
よ
う

な
内
容
の
書
き
方
が
で
き

る
の
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
偽
造

録
に
な
ら
な
い
よ
う
に
！

(

石
川)

民
間
の
保
育
園
経
営
者
と

議
会
厚
生
文
教
常
任
委
員
と
懇
談

れ
た
こ
と
（
均
等
割
１
園

当

万
円
）
な
ど
も
問
題

13
と
し
て
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
委
員
は
、「
保

育
の
市
場
化
に
つ
な
が
る

新
シ
ス
テ
ム
に
は
反
対
。

市
の
保
育
予
算
拡
充
が
大

切
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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